
港湾懇談会（第２回）議事概要 

  
日 時：平成２４年５月２４日（木）１４：００～１６：３０ 

場 所：中央合同庁舎３号館 １１階特別会議室 

 

主な議事内容： 

・  第１回港湾懇談会や過去の港湾分科会における委員のご意見等をもとに、事務

局でとりまとめた「国際海上物流・港湾のあり方を考えるにあたっての今後の論

点（たたき台）」を説明するとともに、木村委員、篠原委員、野原委員、三浦委員

から、「国際海上物流・港湾のあり方を考えるにあたっての今後の論点」と題して

プレゼンテーションを頂いた後、意見交換を行った。 

主なご意見 

・  そもそも貨物の通過点である港湾が国際的に競争するという概念があり得るか 

・  競争しているのはわが国の産業であり、その国際競争力を強化するために港湾

の機能強化や改善が必要 

・  欧米基幹航路への対応のみではなく増大するアジア域内物流への対応が重要 

・  大都市のみではなく各地域の経済が活性化するような施策の展開が必要 

・  今後も国内の製造拠点を維持していくためには国際海上物流のコスト・リード

タイムの低減が重要 

・  わが国産業の国際競争力強化という場合、製造業だけではなくサービス産業に

ついてもターゲットとしていくべきではないか 

・  港湾法における国と地方の関係について、法律理論上の理念と実態が乖離して

いるのではないか 

・  民営化により業務効率が向上するというのは定説だが、民営化すればすべてう

まくいくというものではないのではないか 

・  港湾運営会社が関連事業を広く展開できるよう、既存の枠組みにとらわれない

施策展開が必要ではないか 

・  物流の効率化を進めるためにはサプライチェーンに関する情報を関係者が共有

できるようにすることが必要ではないか 

・  災害時の企業間連携について事前の合意・協定が必要ではないか 

・  空港等と異なり、生活者にとって港湾はイメージしにくいことから、わかりや

すく説明する工夫が必要ではないか 

以上 
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